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こんにちは 松坂みち子 です

３
月
２
４
日
付
朝
日
新
聞
の
一
面
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
腰
痛
の
あ
る
人

が
全
国
で
推
定
２
８
０
０
万
人
、
４
０

〜
６
０
代
の
約
４
割
が
悩
ん
で
い
る
と

か
。
記
事
に
は
「
は
っ
き
り
し
た
病
気

が
な
く
原
因
不
明
の
腰
痛
が
８
割
以
上
。

３
カ
月
以
上
続
く
慢
性
腰
痛
に
は
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
す
す

め
。
ス
ト
レ
ス
も
良
く
な
い
。
う
つ
状

態
や
仕
事
上
の
不
満
、
人
間

関
係
に
悩
み
が
あ
る
と
腰
痛

に
な
っ
た
り
、
治
り
に
く
い
」

と
あ
り
ま
し
た
。

腰
痛
も
ス
ト
レ
ス
が
引
き

金
に
な
る
と
は
、
初
耳
で
し

た
。
私
の
腰
痛
は
、
原
因
は

重
い
も
の
を
持
っ
た
と
い
う

こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
ス
ッ
キ
リ
し
な

い
の
も
ス
ト
レ
ス
の
せ
い
？
と
な
れ
ば
、

何
で
も
ス
ト

レ
ス
で
済
ん

で
し
ま
い
そ

う
。
「
病
は

気
か
ら
」
。

昔
の
人
は
え

ら
い
！

みち子のひとりごと

腰痛

「みんなでとりくむ
災害対策基本条例」

制定
議会の役割には、執行機関の監

視機能と政策立案機能があります。

いままで市議会では政策立案を行っ

てこなかったという反省から201

２年度、条例制定のプロジェクト

チームを作り（共産党からは姫田・

渡辺両議員が参加）議論を重ねて

きました。その結果、今議会で

「みんなでとりくむ災害対策基本

条例」が制定されました。この条

例では、災害に対処するために、

市民・地域・行政の役割を改めて

見直し、それぞれが身近な問題と

して再認識し、対策に取り組んで、

自助・共助・公助の精神を活かし

て、災害に強いまちをつくろうと、

呼びかけています。

２月議会が終わりました

2013年度予算
2013年度予算は、長引く景気低迷の

中、税収が増えるという要素もないま

ま「積極予算」と銘打ち、100億円を

超える市債を積み増しするというもの

です。その用途は、公共施設の耐震建

て替え・改修なども含まれてはいます

が、後年度の負担をさらに重くすると

いう不安はぬぐえません。

９月までに市の方針決定
―ほうらい荘跡地利用

３月３１日で閉鎖される「市民憩の家

『ほうらい荘』」については、「その機

能を盛り込むことを条件に、民間からの

提案により、できるだけ早くコンパクト

な福祉施設の整備をめざす」「９月まで

に市の方針を出す」と、厚生委員会の審

議の中で市長が答弁しました。
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第三章 国民の権利及び義務

第三十条 国民は、法律の定めるところにより、納税の義務を負ふ。

第三十一条 何人も、法律の定める手続によらなければ、その生命若しくは自由を奪は

れ、又はその他の刑罰を科せられない。

第三十二条 何人も、裁判所において裁判を受ける権利を奪はれない。

第三十三条 何人も、現行犯として逮捕される場合を除いては、権限を有する司法官憲

が発し、且つ理由となつてゐる犯罪を明示する令状によらなければ、逮捕されない。

こんにちは！

原 やすひさ です

安
倍
首
相
の

「
３
本
の
矢
」
と
は
？

１
本
目
の
矢
・
・
・
金
融

緩
和
で
日
銀
が
紙
幣
を
バ
ラ

ま
く
が
、
銀
行
止
ま
り
。
毎

月
ウ
ン
兆
円
バ
ラ
ま
く
が
、

大
企
業
は
内
部
留
保
で
ぎ
ょ

う
さ
ん
お
金
を
持
っ
て
る
か

ら
銀
行
か
ら
借
り
な
い
。
個

人
は
こ
の
不
況
下
で
と
て
も

住
宅
ロ
ー
ン
な
ん
か
組
め
な

い
の
で
、
１
本
目
の
矢
は
折

れ
る
。

２
本
目
の
矢
・
・
・
公
共

事
業
の
大
盤
振
る
舞
い
で
ま

た
も
や
大
借
金
を
つ
く
る
。

ゼ
ネ
コ
ン
ま
で
は
潤
う
が
、

国
民
の
所
得
に
は
ま
わ
っ
て

来
な
い
。
働
く
人
の
賃
金
が

上
が
ら
ず
国
民
消
費
は
上
向

か
な
い
で
、
矢
は
ポ
ト
リ
。

３
本
目
の
矢
・
・
・
大
企

業
を
応
援
す
る
「
成
長
戦
略
」

な
ん
て
的
外
れ
も
い
い
と
こ
。

大
企
業
へ
の
減
税
で
「
国
際

競
争
力
」
つ
け
て
や
り
イ
ン

ド
や
中
国
に
出
か
け
る
ん
や

て
。
国
内
は
産
業
が
空
洞
化

し
て
、
矢
は
飛
ば
ず
。

ど
れ
も
う
ま
く
行
か
ず
、

き
っ
と
社
会
保
障
の
大
改
悪

と
消
費
税
増
税
を
声
高
に
叫

ぶ
だ
ろ
う
。

（
参
議
院
和
歌
山
選
挙
区

予
定
候
補
）

「憲法２５条と
生活保護制度」

憲法２５条が保障する「健康で文化的な最低限
度の生活」の基準である生活保護の引き下げは、
生活保護だけでなく、私たちの暮らしを支えて
いる多くの制度を悪化させます。

日時：４月６日（土）午後１時３０分～

場所：勤労者総合センター

（市役所西隣）６F

講師：高田正樹氏
（高槻市福祉事務所ケースワーカー・
前高槻社保協事務局長）

主催：和歌山市社会保障推進協議会

うたごえ9条の会「お花見」

4月6日（土）11時～
二の丸公園
参加自由です

（お弁当・飲み物は持参願います）

4月6日は、歌った後に学習会へ!!

・・・再度のお知らせです。ぜひご参加ください・・・


